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研究要旨 

埼玉県では 2021 年度までに 1,000 名を超える肝炎 Co を養成したが、その活動実績は低

く、特に 2020年度以降は新型コロナウイルス感染の流行によりさらに低下している。肝炎

Co の活動実態を明らかにするために肝炎コーディネーターへ活動に関するアンケート調査

およびパネルディスカッションを実施した。会場とウェブのハイブリッド形式で開催した

肝炎コーディネーター養成研修会、フォローアップ研修会において、肝炎コーディネーター

へ活動に関するアンケート調査およびパネルディスカッションを実施した。肝炎コーディ

ネーターの活動に関するアンケートは 152 件の回答が得られた。アンケート調査において

実際に活動していると回答したのは 37名（24%）で、同じ質問に対して 2020年度 39%，2021

年度 20%とほぼ横ばいであった。一方，活動に際して肝炎 Co の人数が足りていると回答し

たのは 94名（62%）で，2020 年度 54%，2021年度 57%と比して上昇した。また，肝炎 Coの

活動に新型コロナウイルス感染流行の影響があったかという質問に対して影響があったと

回答したのは，43 名（28%）であり，2020年度 42%，2021年度 39%に比して減少が続いてい

た。 

【結語】埼玉県における肝炎 Co の活動実態は依然として低いが，コロナ禍での活動に医療

施設や肝炎 Co が慣れてきており，今後肝炎 Co の活動アクティビティが活性化されること

が期待される。 

 

 

Ａ．研究目的 

  人口 10 万人あたりの肝臓専門医が 2.79

人（2017 年）と少ない埼玉県では、肝疾患

診療連携拠点病院以外に、県内を 10の医療

圏に区分し各医療圏に 1 つ以上の県指定の

地区拠点病院 16施設を設置し、肝疾患の治

療に取り組んでいる。さらに，平成 25年度

～29 年度に 477 名の肝炎 Co が誕生し，肝

臓専門医と共に肝炎治療に従事している。

肝炎 Coの内訳として，看護師 159 名，保健

師 9 名，栄養士 43 名，薬剤師 90 名，臨床

検査技師 112名，医療事務 40名，患者 8名，

その他 16名であり，その多くが肝疾患診療

連携拠点病院ないし地区拠点病院に所属し

ている。 

 さらに、平成 30年度には病院外で活動す

るコーディネーターを養成する目的で、肝

炎地域 Coの資格を設定し、病院内で活動す

る肝炎医療 Co とは別に養成研修会を実施

し，平成 30年度～令和 3年度に新たに肝炎

医療 Co403 名，肝炎地域 Co221 名を養成し

た。 

 そこで，埼玉県内における肝炎 Coの活動

実態を明らかにするために肝炎 Co へ活動



に関するアンケート調査およびパネルディ

スカッションを実施した。 

 

Ｂ．研究方法 

 埼玉県県民健康センターおよび Zoom ウ

ェビナーを利用して、2022 年 11 月 3 日に

肝炎医療コーディネーター養成研修会、

2022 年 12 月 3 日に肝炎地域コーディネー

ター養成研修会を開催した。肝炎医療コー

ディネーター養成研修会では、肝疾患の基

礎的な知識（総論・各論）、県の肝炎に関す

る施策について、肝炎地域コーディネータ

ー養成研修会では、肝疾患の基礎的な知識

（初級）、県の肝炎に関する施策、仕事と治

療の両立支援について講義を行い、いずれ

の研修会においても google フォームを利

用して試験を行った。 

また、2022 年 11 月 2 日に埼玉県県民健

康センターおよび Zoom ウェビナーを利用

して開催した肝炎コーディネーターフォロ

ーアップへの申し込み時に、googleフォー

ムを利用して活動に関するアンケート調査

を実施するとともに、パネルディスカッシ

ョンにおいて肝炎 Co の活動実態と課題に

ついて討議した。 

 

 

 肝炎 Co の活動に関するアンケート内容

を以下に示す。 

・施設名 

・職種 

・在職年数 

・肝炎 Coの種類 

・肝炎 Coの活動ができているかどうか 

・肝炎 Coの活動に際して人数が足りている

かどうか 

・コロナ禍の影響の有無 

・活動でよかったこと 

・活動で困ったこと 

 

Ｃ．研究結果 

  令和 4年度に新たに肝炎医療 Co 77名と、

肝炎地域 Co 59名が誕生した。 

 肝炎 Coの活動に関するアンケートは 152

件の回答が得られた。職種は、検査技師が

39名（26%）と最多で、次いで看護師 33名

（22%）、薬剤師 30名（20%）、MA・医療事務

16名（11%）、管理栄養士 9名（6%）、保健師

5名（3%）、患者 3名(2%)、その他 17名(11%)

であった。 

 

 

 

在職年数は，10年目未満が 50名（33%），

10年目以上が 101名（66%），未記入１名で，

肝炎 Coの種類は，医療 Coが 119名（78%），

地域 Co が 20 名（17%），医療 Co と地域 Co

の両者取得が 7名（5%）であった。 

肝炎 Co として活動ができていると回答

したのは 37 名（24%）で、同じ質問に対し

て 2020 年度 39%，2021 年度 20%とほぼ横ば

いであった。 

 

 

 

活動に際して肝炎 Co の人数が足りてい

ると回答したのは 94名（62%）で，2020年

度 54%，2021 年度 57%と比して上昇した。 

検査技師
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医療事務・MA
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これを職種別にみると，医療事務，管理栄養

士，臨床検査技師，薬剤師は Co が足りてい

ると回答した頻度が高かった（64.3%，77.8%，

74.4%，66.7%）が，看護師，行政保健師で低

かった（43.8%と 50.0%）。 

 

 

 

 各職種による活動のパネルディスカッシ

ョンでは，活動好事例として，臨床検査技師

からは検査部におけるウイルス肝炎陽性者

の拾い上げについて，薬剤師からは薬剤指

導における肝炎外来の設置，管理栄養士か

らは肝疾患患者に対する栄養指導やサルコ

ペニアへの取り組み，医療事務からはコロ

ナ禍おける診療の取り組み，ウェブを利用

した肝臓病教室の取り組みなどの発表があ

った。 

肝炎 Co の活動に新型コロナウイルス感

染流行の影響があったかという質問に対し

て影響があったと回答したのは，43名（28%）

であり，2020 年度 42%，2021 年度 39%に比

して減少が続いていた。 

 

 

 

 

Ｄ．考察 

 2022年度はアンケート調査において実際

に活動していると回答したのは 24%であり，

2020 年度の 39%と比して低下していたもの

の，2021年度の 20%と比して上昇していた。

一方で，新型コロナウイルス感染が活動に

影響があったと回答したのは 2020年度 42%，

2021 年度 39%，2022 年度 28%と減少が続い

ていることより，コロナ禍での活動に医療

施設や肝炎 Coが慣れてきており，今後肝炎

Coの活動アクティビティが活性化されるこ

とが期待される。 

 肝炎 Co 活動に際して肝炎 Co の人数が足

りていると回答したのは 62%で，2020年度，

2021年度と比して増加傾向が見られた。職

種別にみると，臨床検査技師，MA・医療事務，

管理栄養士は活動できていると回答した頻

度，人数が足りていると回答した頻度の両

者が高かった。これらの職種ではパネルデ

ィスカッションにおいても具体的な活動の

好事例が挙がっており，それぞれの施設に

おいて活動の好事例をもとに活動アクティ

ビティが高くなっていると考えられた。一

方で，看護師の Co は人数は足りているが,

活動ができていないと回答した頻度が高か

った。看護師は在職年数が 10 年以上の Co

が多く，Coとしての業務がすでに普段の一

般業務として取り込まれており，Coとして
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の活動としての実感がないことによる可能

性がある。 

 

Ｅ．結論 

 埼玉県における肝炎 Co の活動実態と配

置状況について検討した。今後は職種のみ

ならず医療圏ごとの解析を継続していく。 
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